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月本たくやインタビューシリーズ vol.2 

「夢をつなぐ教育」 

○月本：子どもたちが夢を持っていくという点について、

河合さんご自身が、「水泳で世界一になる」という夢と

「学校の先生になる」という夢を両方叶えられました。一

日１０キロずっと泳ぎ続け、勉強もしっかりしてきたご経験

から、子どもたちが夢を叶えるために、モチベーションを

維持し続けていく中で普段から心がけていることと生活

に取り入れていることを教えてください。 

○河合：基本的なこととして、目標や夢は自分が決めると

いうことです。人に押し付けられた目標や夢は叶えたい

という欲求にならないと思います。自分がどうなりたい

かという話で、そのためには今の自分を知ることだと思

います。夢や目標を叶えるのは誰かというと自分なんで

すね。ということは将来の自分の姿、今の自分の姿が見

えなければ、将来の自分の姿がぼやけてしまいます。今

の自分の姿を自覚したときに、どれぐらい努力をしてどれ

ぐらいの時間をかければ将来の自分になれるかというこ

とで、まずは己を知るということが重要です。それととも

に夢や目標を明確に持てるということです。もうひとつ

大切なのは、「いつまでに」という時間です。期限を決め

ることです。人間、「いつかはがんばれる」と思っていると

がんばれないんです。いつまで、何年という期限がある

からビジョンや計画を立てられるということを子どもたち

に話していますし、自分もそうしてます。例えば、パラリン

ピックはわかりやすくて４年に１回です。私は初めてのパラ

リンピック（バルセロナ）では銀メダルと銅メダルで金メダ

ルが取れなかった。次こそ金を取りたいという４年間過ご

し方があり、一日１万ｍ、１万５千ｍ泳ぐ日々があって金メダ

ルにつがなるわけです。銀メダルと金メダルのタイム差を

考え、どれぐらいになれば、４年後金メダルを取れるかと

いうことを考え、目標を立て、日々の計画に落とし込んで

いくわけです。 

○月本：今、夢を叶えていくという中で、これから国際社

会になっていくと我が日本でも、羽田空港と隣接してい

る我が川崎市でもそうですが、国際社会に進む上で外国

語教育が重要になっています。川崎市でも外国語指導助

手として外国人の先生が英語を教えている授業がありま

す。昨年、韓国に視察に行きましたが、韓国の小学校とオ

ーストラリアの小学校をテレビ会議システムでつないで子

どもたちがお互いに英語でそれぞれの文化を交流してい

く姿を見てきました。言葉を難しい言語として学ぶという

よりも文化として学ぶことが重要かと思います。中学教師

の経験のある河合さんの国際人を育成していくビジョン

をお聞かせ下さい。 

○河合：外国語教育は、若いうちに取り組んでいくことも

効果があると思いますが、日本語、そして日本の国につい

て、子どもたちが知ることが大切ではないかと思います。

語学も学問領域として重要な点もありますが、ツールで

あると思います。語学を通じて何をしたいかであって、こ

の国が海外とのつながりを深めつつ、どのような地位や

立場にしていくかのビジョンを我々大人が示していかな

ければ、単に外国語が将来必要になるからできたらいい

よという話では通用しないと思います。学ぶ意義とか学

びたいという気持ちをどう育てられるかが一番重要な気

がします。学びたくないものを学ばなければいけないこ
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みんなの党参議院比例夢をつなぐ支部長 
パラリンピック水泳金メダリスト・元中学校教諭 

かわい純一さん 

× 



月本たくや 

川崎市議会議員 

1978 年大阪府生まれ。神奈川大学法

学部法律学科卒業後、民間企業に就

職。川崎市長 阿部孝夫 政務秘書、衆

議院議員 山内康一 公設秘書、みんな

の党本部事務局を経て、2011 年川崎

市議会議員初当選。現在、無所属。ほ

かに、ＮＰＯ法人防災・防犯ネットワ

ーク理事・麻生区支部長を務める。 


